第２学年　数学科　学習指導案


平成18年7月12日(水)　第5時限

　場所　　　　6201教室
授業者　　　　　　　　
指導教諭　　　　　　　
１　単元名　　　　　「連立方程式」
２　単元について
　（１）　生徒観
　　　  省略
　　　　
　（２）　単元観
　　　　  連立方程式は、１年生で学んだ「文字式」や「１元１次方程式」をうけて、次の単元の「1次関数」へとつながっていく重要な単元である。2元1次方程式が1つでは解が無数に存在するため解を1つに定めることは不可能である。「1次関数」では「連立方程式とグラフ」において視覚的にその特徴についても学んでいく。

連立方程式は、日本でも「鶴亀算」に代表されるように、娯楽のひとつとして、また日常生活において古くから使われてきた分野である。連立方程式を解くということは、2元1次方程式が2本存在し、その共通解を見つけることである。変数が１つである方程式なら既に求めることができるが、この単元では変数と式がそれぞれ１つから２つに増えることで２変数の解が求まることを等式の性質から学び、加減法と代入法を導き出すことをねらいとしている。また、文章になっているものを自ら式に置き換え、連立方程式を立ててそれを解き、求めたい答えを導き出すことを重要課題とする。さらに、文章問題や応用問題についても式を立てることさえできてしまえば解けてしまうという利便性を学んでいく。連立方程式は中学数学の中でも特に実生活に即した問題が数多く出題される単元である。したがって、生徒にとって身近な問題を取り上げ、興味関心を持って問題に取り組めるようにすることで、代数的な操作の向上に努める。

　（３）　指導観

　　　　この単元では、1年生で学習した「方程式」の次のステップとして、変数が1つから2つへ増えることを学ぶ。そのために、生徒は「式がたてにくい」「面倒くさい」といった意識になりがちである。しかし、今までは未知の量がいくつかある場合、今まではそのうちの1つをxでおき、他をxの式で表さなければならなかったのに対して、文字をもう1つ用いて未知の量を表し、連立方程式を用いることにより、1次方程式で解ける問題も文章から数式化することが容易になる。
連立方程式を使った問題は身の回りにあふれている。そのため、身近な事象を用いた内容で授業を展開していくことで、連立方程式が身近なものであると認識させ、楽しみながらその良さを実感させるようにしたい。授業内では静かな生徒が多く、やや積極性に欠けるため、こちらから生徒にアプローチをかけることや生徒が興味関心を持ち、積極的に授業に参加できる教材の工夫など、生徒の意見を存分に引き出せるよう活気のある授業展開ができるようにしていきたい。
３　目標

（１）　数量の間の関係を文字を用いて表そうとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【関心・意欲・態度】

（２）　2元1次方程式の特性を理解し、方程式が2つ以上あるとき連立方程式ということを理解できる。
【知識・理解】
（３）　加減法により連立方程式が解けるようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【表現・処理】
（４）　代入法により連立方程式が解けるようになる。                                          【表現・処理】
（５）　加減法と代入法の特徴を理解して場合によって使いやすい解き方を選択できる。        【数学的な考え方】
（６）　文章問題を連立方程式に置き換えることができ、その答えを導き出せる。               【数学的な考え方】
　
４　指導計画　(８時間扱い)
（１）　連立方程式とその解      1時間
（２）　連立方程式の解き方
①　加減法              2時間　　(本時1/2時間目)
②　代入法              1時間

（３）　いろいろな連立方程式　　　1時間
（４）　連立方程式の利用　　　　  3時間
５　本時の指導

（１）　目標　
○　2つの文字を用いると数量の関係が簡単に表せるものがあることに関心をもち、その関係を式に表したり、これを方程式と見て解を求めたりしようとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【関心・意欲・態度】
○　未知数として用いる文字の数と、それを求める為の方程式の数の関係に、作業などを通して気づき、問題の解決に生かすことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【数学的な考え方】
○　文章から連立方程式をつくることができる。連立方程式を加減法を用いて解くことができ、その手順を説明することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【表現・処理】
○　2元1次方程式、連立方程式とは何かを理解し、計算結果が示すものを考察できる。
【知識・理解】

（２） 展開
	過程
	生徒の学習活動
	指導上の留意点
	評価の観点

	導入

10分
	●前回までの授業内容の確認

●トランプで数当てクイズ

（３回程度実施）

・トランプを用意し、アシスタントの2人に山の中からそれぞれ1枚ずつカードを抜き取ってもらう

・2枚のカードの和を生徒に求めさせる　　　　　　　　　　　…①

・2枚のカードの差を生徒に求めさせる　　　　　　　　　　　…②

・抜き取った2枚のカードを当てる
	●本日の学習内容を掲示する


●トランプ（大）を用意し、その中から2枚のカードを抜き取ってもらう
●３回目にトランプマジックを実施するとき、プリントを配布する

・プリントの「2枚のトランプの和…①」と「2枚のトランプの差…②」と「2枚のトランプの数…◎」のところを記入させる

	○積極的に授業に参加しているか
【関心・意欲･態度】
○なぜ答えが出るのかを考えているか
【関心･意欲・態度】

【数学的な考え方】

	展開①
１５分
	●「2枚のトランプの和」と「2枚のトランプの差」と「2枚のトランプの数」について、関係性を考える


●抜き取った2枚のカードを文字(x,y)で置き、方程式を作る


	●「2枚のトランプの和…①」と「2枚のトランプの差…②」と「2枚のトランプの数…◎」にはどんな関係があるのか考えさせる


	○それぞれの数について関係性を考えることができるか

【数学的な考え方】

○カードの和と差の関係を文字を用いて式で表現することができるか
【表現・処理】


	展開
①

15分
	
●「2元1次方程式」や「連立方程式」などの言葉の確認
	●それぞれの式を「2元1次方程式」といい、2つ以上の方程式を組み合わせたものを「連立方程式」ということを確認させる
	○「2元1次方程式」や「連立方程式」などの言葉を理解しているか

【知識･理解】



	展開②
１５分
	●連立方程式を解く



●ｘやｙの係数が揃っていない場合はどうなる？
（次回の授業で）
	●「2枚のトランプの和…①」と「2枚のトランプの差…②」の和を求めさせる

＊計算には筆算を用いる


・分かったことを述べさせる


●なぜ２つの式を足したり引いたりできるのかを考えさせる

・《等式の性質》の確認をさせる

●式同士をたしたり引いたりすることで、1つの文字が消えることを確認させる

・式同士を引いたものに関しても確認させる

●式同士をたしたり引いたりして連立方程式の解を求めることを「加減法」ということを確認させる
	○計算方法を理解し、筆算において２つの式の加法や減法の演算が行えるか

【表現・処理】

○式と式をたしたり引いたりすることで、1つの文字を消去することができ、方程式と同様に他方の文字を解くことができることが理解できる
【表現・理解】

○数式が示している情報を読み取ることができ、それを表現することができるか

【数学的な考え方】

【表現・処理】

○両辺に同じ数を足しても引いてもよいという関係(１年生)を思い出し理解することができるか

【知識・理解】

○２変数を１つに減らして計算する加減法が理解できるか
【知識・理解】



	まとめ
１0分
	●解を確認する
●加減法(係数が揃っている場合)のまとめ

●トランプマジック実践
・3人ずつのグループに分かれてトランプマジックを体験してもらう
・マジシャン役は文字を使って式をたてて、それを解く

（少なくとも1人１回。計３回繰り返す）

（●早く終わってしまったら、トランプマジックのヒントを変えてもらう）

●自己評価カードの記入


	・解の書き方に注意して解を求める

●式から式をたしたり引いたりして解を求めることを「加減法」ということなどの確認


	 (注)解の書き方は様々あるが基本的には統一させる

○実際に連立方程式の問題をマジックで体験することで楽しみながら連立方程式の加減法を理解しようとしているか
【知識・理解】

【表現・処理】

(注)盛り上がりやすいのでうるさくならないように注意する




検　印





＜本日の学習内容＞


トランプマジックから連立方程式を学ぼう！！








《予想される答え》


・（①＋②）÷２


・（①－②）÷２


の2つがトランプの数になっている





(例)


・2枚のトランプの和


x + y=14　…①


・2枚のトランプの差


x－y =4　   …②





変数yが消える！





《予想される生徒の反応》


・式が2つあったものが1つになる


・2つあった文字が1つになる


・方程式のような式になる


・xの2倍が18になる





(例)


2枚のトランプの和


　　　　＋


2枚のトランプの差





x + y=14　…①


+）x－y =4　  …②


 2x      =18





ｘの2倍が18である！





《等式の性質》


等式の両辺に同じ数や式を加えても引いても、等式は成り立つ。





 Ａ ＝ Ｂ


＋)  C ＝ D    


A ＋ C ＝ B ＋ D








